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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・本日第1回院内研修有り。前回不参加の方は出席するように。

・勤務表作成の為、有給希望日がある場合には今日中に申請の事。

・明日からデイケア遅A勤務が始まる。先週検討した勤務・業務の流れを確認するように。

・19日(金)合同カンファレンスは15:00から病院2F会議室にて実施予定。

・勤務変更：24日(水)に馬場・藤田、25日(木)に戸賀沢の勤務変更有り。

・24日(水)13:00デイケア利用者様の松倉健一様の姉様との面談有り。(担当：馬場)

 [各種提出期限]
・データベース更新を終えたものは小嶋SGMまで報告すること。

・プログラムテキスト締め切り26日(金)8:00まで

 [研修予定]
特になし
[看護学生実習予定]
・5/17(水)八戸短期大学の看護学生1グループ目(5名)の看護実習予定

 [体験利用予定者]

・寺地啓喜様：5/18(木)

・久保興介様：5/18(木)

・高橋将一様：6/13(火)

・山下秀子様：5/17(水)

・下川戸長司様：5/16(火)･19(木)14:00～16:00(退院日まで毎週火・木曜日で体験利用)

・阿部わかえ様：次回の診察日時を確認しておくこと

※各体験利用予定者が、正式利用へと繋げることが出来るように介入を行なうこと。

＜青明舎利用者様情報＞
・鈴木　知子様～9日電話があり姉様に腹が立った話をしている。以前に比べ家へ来る頻度が高くなり不満に思っているとのこと。姉様にも家庭があり以前は子供の世話も忙しかった可能性をスタッフと共に振り返っている。
・高柳　和子様～訪問時には、連休中の出来事としてデイケア行事のBBQをしたり、外出をしたりと気分転換が出来たことを話している。11日(木)に電話があり具合が悪く頓服を飲んだことを報告され、14日(日)にも電話が有り、以前話題に挙げていた平様から2年前のコンサートのチケット代を払ってもらっていないことを話されている。
・藤村　翔　様～12日(金)に小遣いチェックを行なっている。無駄遣いなく過ごせている。父母が食材を持って来たり、父母とGH内で食事を食べたりしたとのこと。デイケア内では眼光の鋭さは見られなくなっているが、GH内では朝のミーティング時等で眼光の鋭さが感じられるとのこと。訪問看護からの情報では、母様に対して口調強く当たりが強くなっている印象があるという。
・我満奈津紀様～13日(土)に訪問している。依然として部屋は物で散らかっており引越しに向けて整理していると話す。足がつるのは続いているが薬はあまり飲みたくないとのこと。特定相談と話し、5月いっぱいでヘルパー利用を辞めるとのこと。また、今後の話としてパチンコ屋等で掃除の仕事をすることを考えている様子。
・北村　奈美様～13日(土)電話有り。父の面会に行けなくなったことなどを挙げアクシデントで予定通りに行かないことを話している。また、処方されていた薬を半年間ほど飲んでいなかったが飲むようにしたら頭痛が良くなったことを話されている。
・東海林紀子様～14日(日)訪問を実施している。ラピアで衣服を購入したが店内で失くしてしまい見つからなくなったことを話している。諦めきれない様子だったが夫様に諦めるよう促され納得したとのこと。また今後の就労に関して5月から週3回としデイケアの利用曜日を減らしたい希望が聞かれ主治医・デイケア職員にも相談するよう声を掛けているとのこと。
・東海林康之様～14日(日)の訪問時には、やや多弁気味で手の振戦が見られている。歩き過ぎたとのことで身体の痛みがあるとのこと。外見上、腹囲が増えたように見える。飲酒に関しては週末に妻様と2人で750ml飲んでいると話す。家計簿に関しては忙しくてレシートが溜まった状態になっており次回訪問時に見せてもらうこととしている。休み中は息子が泊まりに来たり、叔父・母に会いに行ったり、行事参加をしたりをしたとのこと。
＜グループホーム利用者様情報＞

・古舘　ヨリ様～日赤受診の結果、食事療法を継続するように言われたとのこと。処方変更有り。
・村上　元道様～連休前から気分の高さが感じられる。朝4時から思いついたことをノートに記入したり若松様をパチンコへ遊びに誘ったりしているという(若松様は断っている)。また母様から声を掛けられ2万円を振り込み6月に返してもらう予定になっているとのことだが、以前貸したものが返ってきていないため現在総額4万円貸していることになっている。

・坂本　秀男様～重度心身障害者医療費制度の申請のため世話人同行で役所へ行く予定となっているが日付は未定。
・田中　一　様～デイナイトケアでは「最近疲れた」と話している場面が見られる。皮膚科受診では、慢性蕁麻疹と診断され前回同様の処方を受けている。親族が亡くなってことに対して葬式へは参加しないがお悔みとして2万円を包むことにしたという。「家問題を恨まれてるから。1万円じゃ落ち着かない。」と多くの金額を包んでいる。
※5月28日(日)にグループホームで避難訓練を実施予定となっている。
＜利用者様情報＞

デイケア
・赤松　翔太様～本日来所時間に来ておらず自宅に電話連絡している。母様が電話へ出て、本人様はまだ寝ているとのことで、起床後本人から折り返し連絡させるとのこと。本人の体調や、デイケアについて何か発言があったかを尋ねるが、特に何もなかったとの情報提供がある。ここ数週間欠席が続いており寝坊を欠席理由に話すことが多いが、本人様と話す機会を取り来所の動機づけを図っていく。
・我満　望　様～母様より情報提供があり、5/18（木）に就労継続支援B型「アイデント八戸」の見学をしてくるとのこと。本日、本人様は行きたがらないとのことで欠席となるが、見学後の様子を教えて欲しいことを母様へ伝えている。

・山下　秀子様～本日体験利用の予定だったが、体調不良とのことで今日の体験利用は中止となる。次回5/17（水）に体験利用予定としている。

デイナイトケア
・鈴木真知子様～青風荘からの情報提供が有る。夕食後、カウンター前を何度も往復しており、「電話をかけたいんですけど・・・。上のお姉さんに・・・。元気かなと思って・・・」と話している。長姉様宅へ電話をかけているが、繋がらず会話できずに終えている。本日のデイナイトケアでは、変わった様子は無く落ち着いて過ごすことが出来ている。
・奥山以依子様～青風荘より情報提供有り。全体ミ－ティング中に急に立ち上がり無言でトイレに向かい走っており、その際に犬に吠えられているが、振り向きもせずに「あああ～！」と奇声を上げながらトイレに入っている。本日のデイナイトケアでは奇異な言動は無くプログラムには参加することが出来ている。
・倉橋　生子様～青風荘より情報提供があり、「足が重くて・・・」と足踏みしながら話している為、足を伸ばして休めるよう伝えていたとのこと。昼食を殆ど残食されている為、声かけすると「食べる前にコ－ヒ－と水を飲んだからだと思う。」と話しており特に体調が悪いわけではないとのこと。本日のデイナイトケアでは、14：00「足が重い」「目が見えにくい」「おしっこが出ないんだよ」と話している。ロッカー室にスタッフを呼び、「私、神経質になっていると思います」と自分自身を振り返ることができている。やや眼光の鋭さ見られているため、静養室で休むか聞くと、休みたいとのことより、14：15静養室で休んでいる。15：00からプログラムに参加するが、退出し「足が重い」と話している。
ナイトケア
・八木橋牧雄様～自立支援医療受給者証について相談している。自身の受給者証をどこに保管しているかがわからなくなった為、見つからなかった場合は、再発行出来るかが気になるとのこと。自室等の心当たりがある場所を確認しながら、病院SWに相談してみるよう提案すると、実践してみるとのこと。。

＜外来情報＞
・高阪　博英様～特変なく過ごしているとのこと。断酒も続けられている様子。
・清水　泰雅様～体調不良の訴えはない。先週1日、薬の飲み忘れがあったとのこと。引き続き観察していくこととしている。

＜事例検討会＞
東海林紀子様の事例検討(担当スタッフ不在のため簡略的に実施)
長期目標：病状を大きく崩さず、地域での生活を続ける
中期目標：①不安を感じたときに、自ら対処できるようになる。

②就労継続支援B型に通い続け、ステップアップの土台作りをする。

短期目標：①不安を感じた際に、気分転換を図ることが出来るようになる。不安を吐き出すだけでなく、ある程度抱えておくことが出来るようになる。

②-1疲労感から集中が途切れることが多い為、作業療法で集中の持続時間を延ばす。

②-2体力の低下から疲労感を感じやすいため、基礎体力をつける。
実施計画：①-1不安時に自ら対処することができるように、気分を落ち着けることが出来る方法や気を紛らわせる方法をスタッフと一緒に見つける。

①-2不安を吐き出すだけでなく、ある程度抱えておくことができるように複数問題が生じた際は、大きな問題から吐き出す等の小出しに吐き出すように支援する。

②-1作業療法で居眠りしていることが多いため、何かに取り組むように声を掛ける。集中の持続、集中力を高めることができるように、本人の興味がある作業内容の選定、提供をする。

②-2週に1回はエアロビに参加する。参加した際は、評価をし、運動を続けるモチベーションを保つことができるように声を掛ける。
現状：
デイケア参加は出来ているもののプログラム参加への積極性は見られない。(作業療法で居眠り、運動では動きは小さくダラダラと取り組んでいる印象)。運動量は減り体重は増加している。また、飲酒に関してはコントロールが上手く出来ず増えたり減ったりを繰り返しているが不安感や飲んでしまったとう罪悪感から本人様は入院を必要以上に心配している。睡眠時間は充分(あるいは過眠気味)だが基礎体力に不足があり「疲れた」「眠い」と話すことが多い。福井様との対人トラブルは同じ内容で繰り返していることが多いが2人で話しあいルールを決めるなどして対処できている。以前に比べ切迫した様子を見せることは少なくなり、日々体調に波はありながらも安定してきている傾向が有る。
今後として：

就労回数を増やすのに伴いデイケア利用回数を減らし休養日を増やしたいとの希望が聞かれているが、体重管理としての運動のことを考えるとデイケア利用は減らさないことが継続が望ましい。作業療法や運動療法の場面では、声の掛け方に配慮しつつプログラムへの参加を促したい。飲酒に関しても主治医からも飲酒は勧められていないため本人様と検討し今後飲酒量を減らすことが出来るように介入を行なう。
